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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
カ
ラ
ー
写
真
で
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
くこ
と
が
で
き
ま
す
。

村
上

ポ
ン

タ
秀

一
ラ

イ
ブ

開
催

！！
５
月
22日（

日
）、

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
で
、「

村
上
ポ
ン
タ
秀
一
ラ
イ
ブ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ド
ラ
ム
は
村
上
ポ
ン
タ
秀
一
さ
ん
、
ギ
タ
ー
は
吉
田
次
郎
さ
ん
、
ベ
ー
ス
は
坂
井
紅
介
さ
ん
の
夢
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
。

２
時
間
に
わ
た
り「

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
夜
」「

ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
な
ど
全
11曲

を
熱
演
。
ジ
ャ
ズ
の
感
動
的
な
音
色
が
、
訪
れ
た
80名

の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
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島根県ドクターヘリの運航開始について
　島根県では平成23年６月からドクターヘリが運航開始となりました。
　ドクターヘリ導入により、救命率の向上や後遺症の軽減を図り、県民の皆さまの安全・安心な
暮らしの実現を目指します。
　ドクターヘリの運航にあたり、学校のグランドや公園などへのドクターヘリの離着陸について
皆さまのご理解とご協力をお願いします。

◆�ドクターヘリの要請は住民の皆様から直接行うことはできません。消防機関からの要請を受け、
出動します。

※その他、詳細は【島根県健康福祉部医療政策課】までお問い合わせください。

救急患者発生

臨時離着陸場

要請消防機関 島根県立中央病院 救命救急センター

救急現場出場
③ドクターヘリ出動

④ドクターヘリ搬送①119番通報

②ドクターヘリ要請

③救車搬送

※医師による患者処置

《ドクターヘリ出動の流れ（例）》

【ドクターヘリとは】
●�救急医療用医療機器を装備したヘリコプターに、医師及び看護師等が同乗し救急現場等に向かい、患
者に救命医療を行う医療専用ヘリコプターです。
●�島根県立中央病院に常駐し、地域の消防機関の要請で出動します。消防機関の要請から概ね５分程度
で出動することができ、医師による早期治療を開始することが可能です。また、短時間の内に医療機
関へ患者を搬送することも可能です。

１．避難発令内容
　役場から発表する内容には下記の３種類があります。発表にあたっては、町防災行政無線や消防団
車両などによる広報で周知します。
　※避難準備→避難勧告→避難指示の順で発令の基準が高くなっています。

２．避難場所
　　●�各地区の集会所等が避難場所です。ただし、避難所まで距離があるなど避難が難しい場合には、

自宅又は近くの民家でも構いません。しかし、その場合、裏側（裏山側）ではなく、表側(道
路側)に避難してください。なお、２階があるところは、２階の表側に避難してください。

３．何かあった場合　　川本町役場まで　☎72－0631

避難準備 避難勧告 避難指示
○�災害が起こる前に迅速に避難
ができるよう準備をする段階

○�避難所まで距離がある、高齢
や障害などで支援が必要な方
は避難を

　開始する段階

○�災害の危険が非常に高い状態
で、避難ができる方は避難を
する段階

○�災害が起きる前触れ（小石の
崩落や地鳴りがするなど）が
現れたり、人的被害の発生す
る危険が高い状況で、『避難勧
告』の後に発令し、確実な避
難を行う場合

○�まだ避難していない場合は、
直ちに安全な場所まで避難を
行い完了しなければならない

防 災 情 報 災害発生時の避難について
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【お詫びとお知らせ】
　川本町役場には「５」をつけて電話をかけても
つながりません。
　これは、電話回線が複数あり、中には災害時の
優先回線などもあることから、ひかり電話へ移行
するための調査などに時間を要するためです。皆
様にはたいへんご不便をおかけしていますことを
お詫びし、ご理解をいただきますようお願い申し
上げます。

◆�７月24日にアナログ放送が終了します。地デジ
の準備はお済みですか？

　�　まげなねっと有線テレビサービスに加入すれ
ば、ご家庭のアンテナ改修の必要なくデジタル
放送をご覧いただけます。（地デジ対応のテレビ
または地デジ用チューナーをご用意ください）

　�　詳しくは　政策推進課（☎72－0634）まで
お問い合わせください。

【困ったときの連絡先】

	 NTT西日本広島支店
	 IPカスタマーサポート担当
	 0120－248-995

	 川本町役場政策推進課
	 72－0634

　読書ボランティアグループ・ルピナス（代表　石田悦子さん：20名）は、平成７年の結成以来、
図書館や子育てサポートセンターなどの施設での絵本の読み聞かせ、音楽を組み合わせたパネ
ルシアターなどを行い、家庭での読書普及や親子のコミュニケーションを図る活動を行ってい
ます。また、子ども達が本に親しみ、豊かな感性や情操を育むことを目的として、保育所・小
学校の朝読書の時間に絵本の読み聞かせ活動を行っています。

　この活動が認められ、６月６日に島根県民会館で「児
童・少年の健全育成助成（公益財団法人 日本生命財団）」
を授賞し、大型絵本や音楽機器などの読み聞かせ用具
の贈呈を受けました。　
　読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表
現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く
生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもの
です。ボランティアの皆さんの活動に敬意を表すること
ともに、今後の益々のご活躍を期待しております。

＊毎時０分から【町からのお知らせ】
　「町の行事予定」「ゴミ収集日程」「かわもと
音戯館の指定管理者募集について」
　「告知端末の使い方について」など

＊毎時15分から【健康福祉課からのお知らせ】
　�「休診情報」「検診情報」「介護予防事業のお
知らせ」「ヘルスポイント事業のお知らせ」など

＊毎時30分から【おすすめレシピ】
～旬の食材を使ったヘルシーメニューをご紹介～
＊　春野菜の肉じゃが
＊　炊飯器で簡単　ごろごろポトフ
＊　菜の花炒飯
＊　野菜コロッケ

＊�毎時45分から【悠邑ふるさと会館・かわもと図
書館からのお知らせ】
　「イベント情報」「おすすめの本紹介」など

＊＊＊動画番組放送中！＊＊＊
�　今年度の役場の事業を、各課長へのインタ
ビュー形式で紹介する番組を配信しています。

 ９：00～、15：00～	総務課・地域整備課・住民課
10：00～、16：00～	健康福祉課・産業振興課
11：00～、22：00～	教育課・政策推進課

まげなねっとかわもとからのお知らせ

ひかり電話
高速インターネット

告知端末有線
テレビサービス

まげなねっとかわもと ６月の番組紹介
11チャンネルで放送中！ ※６月20日

　現在

児童・少年の健全育成助成
（公益財団法人 日本生命財団）を授賞しました

授賞を受けられたルピナスの皆さん
（左：石田さん、右：原田さん）
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　平成16年に設置された「ふるさと思いやり基金」には、皆様の温かいお心遣いにより
昨年度も多くの方々にご寄付をいただきました。
　いただいたご寄附の使途別内訳と、この基金を活用して実施した事業について報告し
ます。

平成22年度寄附件数 及び 寄附金額
　件数　27件	 栃木県日光市　河合 慶子 様
	 愛媛県松山市　山田 勝児 様
	 兵庫県小野市　仲田 潔 　様
	 島根県江津市　谷口 亜紀 様
	 島根県川本町　川本ライオンズクラブ 様
	 兵庫県西宮市　渡辺 選彦 様　　　　　　　他21名様
	 ※公表を承諾された方のみお名前を掲載しております。

金額　　3,174,300円
（内訳）	 元気な子供が育つ環境づくり� 1,150,000円
	 島根中央高校野球部を支援� 5,000円
	 島根中央高校吹奏楽部を支援� 108,000円
	 島根中央高校全体への支援� 50,000円
	 特に指定しない� 1,861,300円

　これまでにいただた寄附金で平成22年度に実施した事業　

　・日本サッカー協会「夢の教室」事業　　259,000円
　　　�町内の小学５年生、中学２年生を対象に、Ｊリーガーや新旧日本代表選手が「夢

先生」として教壇に立ち、夢を持つことの素晴らしさやそれに向かって努力する
ことの大切さを授業の中で伝える事業です。

　・学校図書購入　　50,000円
　　　町内の小学校に設置する図書を購入しました。

　・中学校部活動遠征費の助成　　　286,000円
　　　�川本町中学校では活発な部活動が行われています。昨年度は、予選大会で優秀な

成績を修めた生徒が、上位大会へ出場するための遠征費の補助として支出しまし
た。

　平成22年度末の「ふるさと思いやり基金」残高は7,311,000円となりました。
　今年度も町内外を問わず、寄附金の受付をおこなっていますので、ぜひお気軽にお問
い合わせください。

政策推進課　☎0855－72－0634

 平成22年度

川本町ふるさと思いやり基金の状況について
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島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

　

５
月
14
日
（
土
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
午
前
中
に
生

徒
総
会
を
自
由
参
観
と
し
、
生
徒
の
活
動

を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
総
会
に
は
約
80
名
の
保
護

者
の
方
が
来
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
度

会
長
の
宇
山
廣
繁
さ
ん
か
ら
、
前
年
度
会

長
の
森
川
和
友
さ
ん
に
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

総
会
議
事
後
、
進
路
指
導
部
か
ら
進
路

に
つ
い
て
の
講
話
、
学
級
懇
談
、
個
人
面

談
、
寮
生
保
護
者
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

5
月
20
日
（
金
）、
交
通
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
モ
デ
ル
校
・
鍵
か
け
運
動
推

進
モ
デ
ル
校
に
選
ば
れ
、
そ
の
指
定

式
が
あ
り
ま
し
た
。
指
定
書
や
自
転

車
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
錠
、
看
板
な
ど

を
贈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
、
生
徒
会
長
の

坂
野　

航
く
ん
が
決
意
表
明
し
ま
し

た
。

　

最
近
は
、
自
転
車
で
の
事
故
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
校
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
気
を
つ
け
て
通

学
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　地域創造コースの生徒が取り組んでいる学校設定科目「ふるさと学」を紹介します。
５月20日（金）に２年生が、飯南町の県中山間地研究センターで体験学習をしま
した。37名が林業、木工、畜産の３班に分かれて取り組みました。初めて体験し
たこともあり、生徒の生き生きとした表情が印象的でした。

　５月25日（水）には、３年生30名が美郷町の鴨山記
念館に出かけました。事前に柿本人麻呂と斎藤茂吉につ
いて、しっかり調べた上での見学でしたが、職員の尾原
さんから茂吉の人柄をしのばせる様々なエピソードを伺
い、生徒は皆、新たな発見ができたようでした。その後、
実際に鴨山を仰ぎ、地元の古人をより身近に感じながら、
湯抱を後にしました。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
開
催

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
校

鍵
か
け
運
動
推
進
モ
デ
ル
校

　

指 

定 

式

地域創造コース　「ふるさと学」で「ふるさと研究」

感謝状贈呈

決意表明

森林作業（₂年）
日曜大工（₂年）

牛の飼育（₂年）

鴨山記念館に於いて（₃年）
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え
ご
ま
塾
　
開
講
！

石
見
銀
山
遺
跡
の
歴
史
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た

湯
谷
温
泉
祭
り
開
催

　

第
１
回
え
ご
ま
塾
が
５
月
15
日
に
「
川
本
エ

ゴ
マ
の
会
」
の
竹
下
禎
彦
会
長
宅
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
講
に
先
立
ち
、
竹
下
会
長
が
エ
ゴ
マ
栽
培

の
歴
史
や
エ
ゴ
マ
の
特
徴
に
関
す
る
講
義
を
行

い
、
町
外
を
含
む
参
加
者
12
人
が
熱
心
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
畑
に
出
て
、
セ
ル
ト
レ
イ
で
の
種
ま
き

や
苗
床
で
の
種
ま
き
の
仕
方
な
ど
の
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
に
は
エ
ゴ
マ
茶
や
エ
ゴ

マ
ク
ッ
キ
ー
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
７
月
下
旬
に「
摘
心
」、
10
月
下
旬

に「
収
穫
」、
11
月
上
旬
に「
脱
穀
」の
予
定
で
す
。

　

川
本
町
歴
史
研
究
会
は
5
月
25
日
に
悠
邑
ふ
る

さ
と
会
館
で
、
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課
世
界
遺

産
室
の
目
次
謙
一
（
め
つ
ぎ
け
ん
い
ち
）
主
任
研

究
員
を
招
い
て
「
世
界
遺
産
石
見
銀
山
遺
跡
の
見

ど
こ
ろ
」と
題
し
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
石
見
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の

道
の
り
話
か
ら
始
ま
り
、
銀
の
流
通
の
歴
史
や
銀

鉱
山
跡
の
詳
細
を
、
図
や
写
真
を
用
い
て
詳
し
く

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
笠
原
氏
と
石
見
銀
山
遺
跡
と
の
関

係
に
も
触
れ
、
川
本
町
に
も
人
や
モ
ノ
の
動
き
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
、
会
員

ら
30
人
が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

６
月
５
日（
日
）湯
谷
温
泉
祭
り（
弥

山
荘
祭
り
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。
泉
質
の
よ
い
温
泉
と
お
食

事
、
歌
と
踊
り
、
地
元
自
治
会
な
ど
の

屋
台
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
町
内
・
町
外
を

含
め
22
名
が
参
加
し
、
自
慢
の
歌
を
披

露
し
て
い
ま
し
た
。
接
戦
を
制
し
優
勝

し
た
の
は
江
津
市
の
松
田
昭
紀
さ
ん
。

優
秀
賞
は
、
尾
崎
俊
樹
さ
ん
（
三
俣
）

な
ど
３
名
で
、
大
き
な
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

手
に
笑
顔
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
歌
手
の
斉
奈
織
美
（
は
や

て
な
お
み
）
さ
ん
、
関
東
か
ら
深
山
劇

団
を
招
い
て
の
歌
と
踊
り
、
井
戸
平
左

衛
門
を
主
題
に
し
た
詩
吟
な
ど
華
や

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
訪
れ
た

皆
さ
ん
は
、
拍
手
や
笑
い
を
交
え
な
が

ら
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　

湯
谷
温
泉
弥
山
荘
で
は
、
今
年
度

温
泉
を
沸
か
す
ボ
イ
ラ
ー
を
環
境
に

配
慮
し
た
「
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
」

を
設
置
す
る
予
定
が
あ
り
ま
す
。
設

備
の
老
朽
化
で
ご
迷
惑
も
お
か
け
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
弥
山
荘
が

住
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
施
設
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
精

進
し
ま
す
と
、
館
長
の
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。



役場からのお知らせ役場からのお知らせ

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

    北公民館に集落支援員を
    配置しました　

○集落支援員とは？
　�　集落を巡回し、集落点検や話し合いを行い
ながら、地域に必要な取組の実施や新しい集
落の仕組みづくりを、自治会や役場職員と一
緒に進めていきます。

　�　総務省の支援を受けて行う取組であり、全
国多くの自治体が設置しています。

○川本町ではどんな取組を行うの？
　�　まず、北公民館に集落支援員を配置し、三
原地区の集落支援にモデル的に取り組みます。

　�　今年度は、集落のデータ収集、アンケート
やヒアリングなどによる
集落点検、集落に出向い
ての話し合いなどを行い
ます。

　絵本やクッキングで季節を感
じながら、親子で楽しみましょ
う。絵本の読み聞かせは、星・
空にまつわるお話です。

日　時：７月１日（金）９：30～13：00
場　所：すこやかセンター
内　容：�絵本の読み聞かせ、本の貸出
　　　　親子クッキング「七夕メニュー」
持参品：�貸出カード、お茶、お箸、スプーン、

おんぶひも等
参加費：大人200円　子ども100円
対　象：在宅保育の親子
要申込：６月24日（金）締切
問合せ：子育てサポートセンター
　　　　（社会福祉協議会内）� ℡72－1570
　　　　かわもと図書館� ℡72－0025

いいお顔のひろば ミニ読書会
七夕を楽しもう！

（7）平成23年６月20日発行  広報かわもと №482

　本年７月、米トレーサビリティ法が完全施行され、米・米加工品について、従来の記録の作成・
保存の義務に加え、新たに産地情報を取引先や消費者に伝達することが義務付けられます。

【消費者のみなさまへ】
　小売店等で販売される米・米加工品や、外食店等で提供される米飯類については、小売店
等では商品の容器・包装等から、外食店等ではメニューや店内の掲示などにより、原料米の
産地がどこなのか確認することができるようになります。

【米・米加工品を取り扱う事業者のみなさまへ】
　米・米加工品を他の事業者に譲り渡す場合には、商品への産地情報の記載や取引時の伝票
等への記載により、それらの原料米の産地情報を取引の相手方に伝達しなければなりません。
　一般消費者に対して米や米加工品を販売する場合には、商品の容器・包装等に記載する方
法により、また、外食店等で米飯類を提供する場合には、メニューや店内への掲示等の方法
により、原料米の産地情報を伝達しなければなりません。

《問い合わせ》
島根県農林水産部食料安全推進課
　　　　　　　☎0852-22-5649  　 
島根農政事務所食糧部消費流通課
　　　　　　　☎0852-24-7311(代)�

お米の産地がわかります！
～「米の産地情報の伝達」が義務化されます～

集落支援員の

三
みやけ

宅　将
まさとき

日です
よろしくお願いします
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ぶっくんだより
●�第57回　青少年読書感想文全国コンクール
『課題図書』が入りました。
　小学校低学年

　小学校中学年

　小学校高学年

　中学校

　高等学校

《一般向き》

咲くも咲かぬも花嫁修業
� 阿川佐和子・著（東京書籍）
　著者・阿川佐和子が理想の日本の花嫁になるべく、
とことん和の修業に励んだ汗と涙の記録です。

白川静さんに学ぶ漢字は楽しい
� 白川静・監修、小山鉄郎・編（共同通信社）
　漢字学の第一人者が、漢字の成り立ちや体系を、
楽しく教える１冊です。子どもから大人までわかり
やすく紹介しています。

《児童書》

クロティの秘密の日記
� パトリシア．Ｃ．マキサック・作　宮木陽子・訳
� 門内幸恵・画（くもん出版）
　奴隷制をめぐって南北戦争がはじまる前の北ア
メリカ南部ヴァージニアの農園で暮らす少女クロ
ティのお話です。

ミヤマ物語 第２部 結界の森へ
� あさのあつこ・著（毎日新聞社）
　ウンヌ、雲濡という同じ響きをもった２つの世
界をめぐる少年、ハギと透流の第２部の物語です。

《DVD》

ハリー・ポッターと死の秘宝 PART1
� デイビッド・イェーツ・監督
� J. K. ローリング・原作
　ハリーら３人はヴォルデモートを倒すため、彼
の不死身の鍵を握る分霊箱を探し出し、破壊する
という危険な任務に旅立ちます。一方、魔法界は…。
シリーズ第７作の映画化です。

今月の展示“22年度ベストリーダー”
《一般書》
1．カッコウの卵は誰のもの
� 東野圭吾　著　光文社
2．夜行観覧車� 湊かなえ　著　双葉社
3．神苦楽島� 内田康夫　著　文芸春秋
《児童書》
1．かいけつゾロリのにんじゃだいさくせん
� 原ゆたか　作・絵　ポプラ社
2．おおきなおおきなおいも
� 森村末吉　作・絵　福音館書店
3．竜の子太郎� 松谷みよこ　著　講談社

図書館

童心社	 小峰書店	 福音館書店	 教育画劇
山本悦子／作	 竹下文子／作	 サラ・ガーランド／さく	 中新井純子／え

くもん出版	 新日本出版社	 文研出版	 佼成出版社
吉田道子／作	 ジェリー・ピンクニー／絵	 マイケル・モーパーゴ／作	 あんずゆき／文

金の星社	 国土社	 文溪堂	 アリス館
岡田潤／作・挿画	 福明子／作	 バーバラ・オコーナー／作	 水口博也／文

文藝春秋	 鈴木出版	 角川書店
佐藤多佳子／著	 ベン・マイケルセン／作	 山崎直子／著

河出書房新社	 徳間書店	 岩波書店
長野まゆみ／著	 ミリヤム・プレスラー／作	 石井幹子／著

（8）平成23年６月20日発行  広報かわもと №482



悠邑ふるさと会館 ７～８月 催し物案内
７月

ロビー
２日㈯

～
７日㈭

ふるさと会館の七夕飾り
　保育所、学校、福祉施設、会館来館者
の願いを七夕☆飾りの短冊に毎年書き込
んでもらっています。
　あなたの願いを☆にこめる短冊づくり
に会館まで来てみませんか!?
◎七夕飾りオープニング企画
　（７／２（土）19：00～）
　夕刻から七夕を親子で楽しめます。

（Ｈ22年度実施企画より）※今年は夜間の「天の川」の出現はありません。

	 読み聞かせ	 ブラスアンサンブル	 アカペラによる合唱

大ホール
18日

㈪
海の日

邑智郡吹奏楽のつどい
開　場／12：30　開　演／13：00
入場料／無　料
　新編成となった郡内及び大田地区の各中学校、高等学校の吹奏楽部
の本年度コンクール課題曲、自由曲を中心とした「吹奏楽のつどい」。
今回は、大田地区からの参加により、聞き応えのある集いになること
間違いなしです。

出演校等／�川本中学校、邑智中学校、石見中学校、瑞穂中学校、
大田第一中学校、大田第二中学校、大田第三中学校、
温泉津中学校、仁摩中学校、島根中央高校、矢上高校、
大田高校、仁摩高校、悠邑ふるさと吹奏楽団

主　　催／島根県吹奏楽連盟
主　　管／島根県吹奏楽連盟邑智支部・大田支部

８月

大ホール 14日
㈰

平成23年 成人式
式典開始時間／10：00
　本年度の対象者は、40人。平成２年４月２日から平成３年４月１日
までに生まれた方が、対象です。
　開催案内は教育委員から発送しますが、ご家族・友人の方からも連
絡を取り合ってのご参加をお待ちしています。
　一生に一度の成人式。新成人を町を挙げてお祝いします。
　大ホールには一般の方の入場もできます。晴れの新成人をお祝いく
ださい。
主　催／川本町・川本町教育委員会

ふるさ
と会館

お問い合わせ：悠邑ふるさと会館　Tel.0855-72-0001

（9）平成23年６月20日発行  広報かわもと №482



kawamoto information

情報じょうほう交差点こうさてん

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は

　

₇
月
24
日
に
終
了
し
ま
す

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
７
月
24
日

（
日
）正
午
に
終
了
し
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

移
行
し
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

聴
す
る
為
の
準
備
を
し
な
い
と
、
テ
レ
ビ

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
『
わ
か
ら
な
い
』『
困
っ
た
こ
と
』
な
ど

地
デ
ジ
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
省
島
根
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

《
デ
ジ
サ
ポ
島
根
》

�

☎
０
８
５
２

－

35

－

５
４
１
１

最
低
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た

　

中
小
企
業
支
援
事
業
の
ご
案
内

　

島
根
労
働
局
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
様

の
最
低
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た
取
組
を
支

援
し
ま
す
。

▽
中
小
企
業
相
談
支
援
事
業

　

経
営
面
・
労
働
面
の
相
談
等
を
各
専
門

化
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
＆
無
料
で
対
応

【
問
い
合
わ
せ
】

　

最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
０

－

６
３
４
２

－
７
１
３
７

▽�

中
小
企
業
最
低
賃
金
引
上
げ
支
援
対
策

補
助
金（
業
務
改
善
助
成
金
）

　

事
業
場
内
で
最
も
低
い
時
間
給
（
時
間

換
算
額
）
を
、
計
画
的
に
８
０
０
円
以
上

に
引
上
げ
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
就
業

規
則
の
作
成
、
労
働
能
率
の
増
進
に
資
す

る
設
備
等
の
導
入
、
研
修
等
の
実
施
に
か

か
る
経
費
の
１
／
２
を
助
成

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

�

☎
０
８
５
２

－

31

－

１
１
５
８

島
根
県
看
護
学
生
修
学
資
金
（
特
別
資

金
・
助
産
師
特
別
資
金
）
貸
与
生
募
集

《
特
別
資
金
》

▽
対
象　

県
外
の
看
護
師
養
成
施
設
の
最

終
学
年
又
は
最
終
学
年
の
１
学
年
前
の
学

年
に
在
学
し
て
い
る
看
護
学
生
の
方

▽
募
集
人
数　

85
名

▽
貸
与
額　

年
額
60
万
円

《
助
産
師
特
別
資
金
》

▽
対　

象

　

�　

助
産
師
養
成
施
設
の
最
終
学
年
に
在

学
し
て
い
る
看
護
学
生
の
方

▽
募
集
人
数　

10
名

▽
貸
与
額　

年
額
１
２
０
万
円

※�

貸
与
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
23
年
４

月
～
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

※�
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
返

還
が
免
除

▽
申
込
期
限　

平
成
23
年
７
月
20
日（
水
）

※
そ
の
他
、
詳
細
は
先
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　

島
根
県
医
療
政
策
課
�

☎
０
８
５
２

－

22

－

６
２
７
７

�

ＦＡＸ
０
８
５
２

－

22

－

６
０
４
０

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
iryotaisaku/kanngo/H23kangosikin.html

土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る

　

絵
画
・
作
文
の
募
集
に
つ
い
て

　

国
交
省
・
島
根
県
で
は
、
小
中
学
生
の

皆
さ
ん
に
土
砂
災
害
及
び
そ
の
防
止
対
策

に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
為
に
、絵
画
と
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

島
根
県
内
の
小
中
学
生

▽�

課
題　

土
砂
災
害
（
が
け
崩
れ
・
土
石

流
・
地
す
べ
り
当
）
及
び
、
そ
の
防
止

対
策
に
関
す
る
も
の

※
絵
画
…
サ
イ
ズ
・
描
き
方
自
由

※�

作
文
…
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚

以
内

※�

絵
画
・
作
文
と
も
未
発
表
の
も
の
と
し
、

絵
画
は
裏
面
に
、
作
文
は
文
頭
に
「
学

校
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）」
を

明
記

▽
募
集
締
切　

平
成
23
年
９
月
15
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

島
根
県
土
木
砂
防
課

「
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
絵
画
・
作
文
」

�

担
当　

山
根

�

☎
０
８
５
２

－

22

－

５
２
０
６

「
平
成
23
年
度
県
民
い
き
い
き

　

活
動
奨
励
賞
」
候
補
団
体
募
集
!!

　

N
P
O
や
住
民
グ
ル
ー
プ
、企
業
等
が
、

様
々
な
分
野
で
取
り
く
む
県
民
い
き
い
き

活
動
（
＝
営
利
を
目
的
と
し
な
い
、
不
特

定
多
数
の
も
の
の
利
益
の
た
め
の
自
発
的

な
活
動
）の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
活
動
に
、

知
事
か
ら
奨
励
賞
を
授
与
し
ま
す
。

▽
対
象
の
要
件

　

�　

県
内
に
主
た
る
事
務
所
（
本
支
店
ま

た
は
営
業
所
）
を
お
く
団
体
（
企
業
）
が

取
り
組
む
活
動
で
、
次
の
要
件
を
満
た

す
も
の

・�

先
駆
性
お
よ
び
地
域
社
会
へ
の
貢
献
度

が
高
い

・
活
動
期
間
が
、
概
ね
５
年
以
上

・�

こ
の
表
彰
と
同
等
以
上
の
表
彰
等
を
受

け
た
こ
と
が
な
い

▽
応
募
方
法
・
期
限

　

�　

自
薦
ま
た
は
他
薦
で
９
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
、
規
定
の
推
薦
書
及
び
関
係
書

類
を
提
出

▽
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
N
P
O
活
動
推
進
室

�

☎
０
８
５
２

－

22

－

６
０
５
９

  このたび、湯谷の藤井幹雄さんが、厚生
労働大臣特別表彰を授与されました。こ
の表彰は、21年の長きにわたり民生児童
委員として従事された功績に対する表彰
です。おめでとうございました。

厚生労働大臣特別表彰を授与



日
月

火
水

木
金

土

く
ら
し
の
情
報カ
レ
ン
ダ
ー

7
月

6/26
6/27

6/28�
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）6/29

6/30
1

2
☀
�ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン（
10:00～

12:00）
（
移
動
図
書
館
10:15～

11:00）
■
自
治
会
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

♥
乳
が
ん
検
診

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

☀
�チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
「
ド
レ
イ
ク
と

英
語
で
遊
ぼ
う
」（
16:00

～
17:00）

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

♥
乳
が
ん
検
診

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

◇
図
書
館
お
た
の
し
み
デ
ー

　（
�マ
ル
チ
ホ
ー
ル
～
か
わ
も
と

図
書
館
）

◇
お
す
す
め
の
本
勉
強
会

☀
�い
い
お
顔
の
ひ
ろ
ば
・
ミ
ニ

読
書
会
「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」

（
9:30～

13:00）
　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

♪
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

♪
七
夕
飾
り
展
示

　（
会
館
ロ
ビ
ー
7日
ま
で
）

三
上
医
院
、
大
隅
医
院

3
4

5
�

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）6

7
8

9
☀
�チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級「
キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン

（
低
学
年
）」（
15:30～

17:0
0）

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

■
講
演
会
「
心
の
健
康
づ
く
り
」

　
講
師
　
石
東
病
院
診
療
部
長

　
　
　
　
川
向
　
哲
也
先
生

　（
19:30～

）
川
本
町
商
工
会


川
本
保
育
所
お
で
か
け
デ
ー

　（
9:30～

11:30）
■
あ
い
さ
つ
の
日

◇
川
本
中
学
校
移
動
図
書

☀
�い
い
お
顔
の
広
場
「
子
育
て
の

つ
ど
い
」（
10:00～

12:00）
☀
チ
ャレ
ン
ジ
学
級
「
ア
ート
活
動

　（
低
学
年
）」（
16:00～

17:00)

◇
川
本
西
小
学
校
移
動
図
書

　
☀
�相
談
会
（
9:0
0～
12:0

0）
　
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館

◇
�三
原
小
学
校
移
動
図
書

☀
�チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級「
キ
ッ
ズ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
低

学
年
）」（16:00～

17:00）す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

Ⓖ
資
源
物
・
不
燃
物
収
集

　
（
因
原・三

大
字・多

田・久
座
仁・谷

戸・三
島・笹

畑
）

星
ヶ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク
、加
藤
病
院

1
0

11
1
2

� （
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）1
3

1
4

1
5

1
6

♥
�健
康
講
座

　「
運
動
を
生
活
習
慣
に
し
よ
う
」

　（
9:30～

）
朝
霧
館

Ⓖ
資
源
物
・
不
燃
物
収
集

　 （
因
原
を
除
く
川
本
南
）


因
原
保
育
所
お
で
か
け
デ
ー

　（
9:30～

11:30）
♥
�健
康
講
座
「
運
動
を
生
活
習
慣
に
し
よ

う
」（
9:30～

）
川
本
公
園
管
理
棟

Ⓖ
�資
源
物
・
不
燃
物
収
集
（
西
・
八
幡
・

三
原
・
田
窪
・
南
佐
木
・
親
和
・
湯

谷
・
三
俣
）

☀
�い
い
お
顔
の
広
場「
子
育
て
の

つ
ど
い
」
(10:00～

12:00）
♥
�健
康
講
座「
運
動
を
生
活
習

慣
に
し
よ
う
」（
9：
30～

）
　
北
公
民
館

♥
�健
康
講
座
「
8020の

推
進
」

（
13：

30～
）
西
公
民
館

♥
�乳
幼
児
相
談

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

♥
�健
康
講
座
「
大
腸
が
ん
の
予

防
に
つ
い
て
」（
13:30

～
）

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

前
眼
科
医
院
、
天
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

1
7

1
8

1
9

� （
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）2
0

2
1

2
2

2
3

■
し
ま
ね
家
庭
の
日

■
海
の
日

Ⓖ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
（
川
本
南
）

■
食
育
の
日


川
本
北
保
育
所
お
で
か
け
デ
ー

　（
9:30～

11:30）
♥
�健
康
相
談（
北
公
民
館
・
親
和
集

会
所
・
西
公
民
館
）

Ⓖ
紙
容
器
包
装
収
集
（
川
本
南
）

☀
�い
い
お
顔
の
広
場「
母
と
子
の

運
動
教
室
」（
10:30～

11:30）
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

◇
川
本
中
学
校
移
動
図
書

Ⓖ
紙
容
器
包
装
収
集（
川
本
北
）

■
第
3回
悠
々
大
学

　「
も
の
づ
く
り
教
室
」


川
本
保
育
所
夏
ま
つ
り


因
原
保
育
所
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り（
～
23日

）
♥
�乳
幼
児
相
談（
運
動
）
10:00～（

す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
）

◇
三
原
小
学
校
移
動
図
書（
12:15～

14:00）
☀
�チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
「
キ
ッ
ズ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
高
学
年
）」
(16:00～

17:00)す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー

邑
智
病
院
、
波
多
野
診
療
所

邑
智
病
院
、
加
藤
病
院

2
4

2
5

2
6

� （
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）2
7

2
8

2
9

3
0

■
登
記
相
談
所
開
設
日

　（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本
会
議
室
）

☀
�チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
「
キ
ッ
ズ
キ
ッ

チ
ン（
高
学
年
）」（
10:00

～
13:00）

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

㊫
小
学
校
5年
生
宿
泊
研
修

☀
�チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　「
ア
ー
ト
活
動
（
高
学
年
）」

　（
10:00～

12:00）

Ⓖ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集（
川
本
北
）


川
本
北
保
育
所
夕
涼
み
会

■
�2011�え

え
な
ぁ
ま
つ
り

　
か
わ
も
と

上
田
医
院
、
秦
ク
リ
ニ
ッ
ク

3
1

■
川
本
町
水
泳
大
会

☀
�ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン

　（
10:00～

12:00）
◇
移
動
図
書
館
（
10:15～

11:00）

三
上
医
院
、
加
藤
病
院

☀
�い
い
お
顔
の
広
場「
ア
ート
デ
ー
＆

ミ
ニ
読
書
会
」（
10:00～

11:30）
　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

《
7
月
の
納
税
》

◆
固
定
資
産
税

◆
国
民
健
康
保
険
税
�

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

《
6
月
の
納
税
》

◆
町
県
民
税

◆
国
民
健
康
保
険
税
�

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

※
�町
税
は
必
ず
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

7/11～
7/15

　
健

診
結

果
報

告
会

で
す

が
、健

康
講

座
は

公
開

で
す

。
ど

な
た

で
も

参
加

自
由

で
す

の
で

ぜ
ひ

お
越

し
く

だ
さ

い
。

 

日
本

脳
炎

予
防

接
種

に
つ

い
て

 
 平

成
17年

～
平

成
21年

度
の

間
に

日
本

脳
炎

の
予

防
接

種
の

機
会

を
逃

し
た

方
々

の
接

種
時

期
が

平
成

23年
5

月
20日

か
ら

緩
和

さ
れ

ま
し

た
。

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

役
場

健
康

福
祉

課
へ

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

 
（
☎

72－
0633） 

㊫
：
学
校
行
事
関
係
　
☀
：
�サ
ポ
セ
ン
行
事（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

♥
：
健
康
相
談
・
検
診
（
健
康
福
祉
課
）　
◇
：
図
書
館
関
係

♪
：
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
行
事
　
■
：
一
般
行
事
　

：
保
育
所
行
事

：
休
日
診
療
情
報
（
10:00～

16:00）　
Ⓖ
：
�ゴ
ミ
収
集
（
川
本
北
：
久
座
仁
・
多
田
・
三
島
・
西
・
谷
戸
・
三
俣
・
湯
谷
・

笹
畑
・
親
和
・
南
佐
木
・
田
窪
・
三
原
・
八
幡
・
三
大
字
）（
川
本
南
：

上
新
町
・
中
新
町
・
下
新
町
・
元
町
・
本
町
・
日
の
出
・
天
神
町
・
中
倉
・

谷
・
市
井
原
・
長
原
・
矢
谷
・
木
路
原
・
日
向
・
因
原
・
芋
畑
・
双
葉
）��
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川本町の人口 平成23年6月１日現在
※（　）は前月との増減

※住民基本台帳を基にした、平成23年5月中の異動状況

3,813 人
（－4人）

合 　　計 男 1,804人（－02人）
女 2,009人（－02人）

転　入　 8人 出　生　 4人 その他　 0人

転　出　 9人 死　亡　 7人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,566人
うち15歳未満  353人
世帯数 1,809戸
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広
報

か
わ

も
と

　
６

月
　

№
482

平
成

23年
６

月
20日

発
行

異
の
視
点

　６月５日（日）江津市民球場で開催された、島根県軟式野球連盟が主催する、第28回島根県少年野球大会において、
川本中学校野球部が準優勝を勝ち取りました。この大会は、各市・郡の予選とブロック大会を勝ち抜いた県下４チー
ムによって行われ、川本中学校は昨年に引き続き２年連続この大会に出場しました。準決勝では乃木シニアに完封勝
ちし、決勝戦では、出雲三中と延長戦までもつれ込む接戦となりましたが、あと一歩のところで破れました。次の試合
に期待しています。� photo：2011.６.５

登 記 相 談
（相続・売買・贈与・抵当権など） 

☆日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後３時
☆場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（�笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡�

お気軽にご相談ください。）
☆担当　江津市都野津町2322番地20  
� 藤音司法書士事務所　 藤 音　 寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

広　告

『
絆
』に
導
か
れ
て

　

広
島
へ
出
て
数
年
、
私
は
Ｕ
タ
ー
ン
と
い

う
形
で
こ
の
生
ま
れ
育
っ
た
川
本
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

帰
っ
て
き
て
一
番
実
感
し
た
の
は
、
水
や

地
元
で
取
れ
た
食
べ
物
が
美
味
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。「
故
郷
の
水
が
一
番
体
に
よ
く
沁

み
る
」
と
い
う
お
酒
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
川
本
に
帰
っ
て
く
る
キ
ッ
カ
ケ
が
で

き
た
の
は
去
年
の
こ
と
で
す
。
広
島
で
就
職

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
体
の
具
合
が
悪
く

な
る
祖
父
や
祖
母
、
介
護
に
追
わ
れ
る
両
親

が
心
配
で
、
以
前
か
ら
地
元
に
帰
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
住
民
の
方

か
ら
「
よ
か
っ
た
ら
こ
こ
で
頑
張
っ
て
み
た
ら

ど
う
？
」
と
い
う
あ
り
が
た
い
言
葉
を
頂
い

た
の
で
す
。
今
そ
の
言
葉
を
思
い
出
す
と
、

本
当
に
胸
が
救
わ
れ
る
思
い
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
川
本
町
住
民
の
方
々
の
繋

が
り
、
思
い
や
り
は
本
当
に
深
く
、
暖
か
い

と
思
い
ま
す
。
他
人
同
士
で
も
お
互
い
が
親

密
な
繋
が
り
を
築
こ
う
と
す
る
心
や
、
町
外

か
ら
来
ら
れ
た
方
々
を
暖
か
く
お
迎
え
す
る

姿
勢
、
故
郷
の
人
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る

思
い
な
ど
で
す
。
子
供
の
頃
は
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
広
島
に
移
り
住
み
、
大
人
に
な
っ

て
本
当
に
実
感
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た

町
、
住
民
の
方
々
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
私
も
同
じ
川
本
住
民
と
し
て
、
人
と

の
繋
が
り
を
大
事
に
し
、
若
さ
を
活
か
し
て

川
本
町
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。




